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←３つの班に分かれ、WSを実施しました。







3班 

市民事業者が目指す 

加東市のすがた 
課題など 

廃棄物分野 
ごみを減らしたり、再利用することに

意識の高い市民が暮らす美しいまち 

作る責任、使う責任をもっと持つ必要がある。現在の取

り組みではまだ甘い。 

大きな項目では意識がわかない。もっと細かい項目を提

示していかないと身近に感じられない。 

廃棄物のリサイクルでも運搬の際に排気ガスがでること

などを理解できていない。知識が少ない。 

食品ロスの取り組みなども現在のものは生ぬるい。もっ

と思い切ったことをしていかないといけない。 

無関心の人が問題。無関心の市民をなくしていくボトム

アップが必要。 

→市民全体でパートナーシップを持って協力してい

かないといけない。 

地球環境分野 

ひとりひとりが、自分の生活の先に

地球環境があるという（地球環境を

守っていくという）市民の暮らすまち 

話題が大きすぎて市民一人ひとりの身近な生活に結び

つかない。何をすればいいか分からない。 

省エネ商品に関しても、電気代が安くなるかを重視して

購入しており CO2削減効果は意識されていない。 

→地球環境に関しては「教育・学習」が原点となる。知

識が増え、意識が向上しないと行動が変わらない。 

自然環境分野 
身近な自然環境を守り維持しなが

ら、将来にわたってそれぞれの立場

で安心して暮らせるまち 

鳥獣害問題は深刻。自然を守る＝害獣を守ることではな

く、バランスを維持することが重要。 

草刈りなどの管理が十分にできなくなっている。（担い

手不足、費用不足） 

若い人に農業の魅力を伝えていかないといけない 

→農業だけでなく、生物多様性などについての教育

の推進をする担い手をつくることが重要（地元の

人に限らず） 

生活環境 

（インフラ（ハード）が整っていなくて

も）隣近所が声を掛け合い、互いに助

け合う温かい人々が暮らすまち 

（これがあればどのような環境課題

も解決できる） 

公共交通機関がない（特にバス）。自主運行バスは不便。 

→各組織（会社、ファミサポ、シルバー、自治会）で相互

扶助の仕組みを作ることが課題。 

バスがあってもバス停まで行けない。独居老人や足腰の

弱った方。 

→地域のコミュニティ（近所付き合いの強化、助け合

い）が課題。どちらも行政のサポート（金銭面でも）

が必要。 

協働の推進・環

境学習分野 

地域のふれ合いで互いに広範囲の環

境課題や意識を教え合い、高めあう

人々が暮らすまち 

イベント（市民の集い）をしても、知らない人が多い。（テ

ーマも関心をひくものではない） 

環境では人が集まらない。環境イコールごみとなってお

りごみ以外の関心が低い。環境はごみだけの問題ではな

いという啓発が必要。 

→生活環境（関心の高い交通手段、次世代の担い

手・・）などもテーマにする。 

→人権学習など、動員されているイベントに環境問

題も抱き合わせる仕組みを作る。 

→卒業証書を出す 


